
野
間
千
秋
　
文
字
の
大
小
の
組
み
合
わ
せ
も
自
然
で
流
麗
。

高
橋
卓
也
　
渇
筆
部
分
の
見
応
え
は
秀
逸
。

小
野
内
亜
希
子
　
上
下
二
群
の
ち
ら
し
の
絶
妙
の
呼
応
が
見
事
。

橘
　
佳
緒
里
　
変
体
が
な
と
か
な
を
丁
寧
に
積
み
上
げ
、
温
雅
な
作
。

種
村
み
や
子
　
条
幅
紙
面
を
面
白
く
使
っ
て
佳
。

加
茂
正
美
　
疎
密
を
考
慮
し
立
体
的
な

作
。

中
川
千
賀
子
　
冴
え
有
る
線
で
余
白
も

美
し
い
。

北
村
映
月
　
淡
々
と
書
か
れ
た
短
冊
の
よ
う
。
印
の
位
置
一
考
。

西
村
希
美
　「
の
た
り
」を
二
度
書
き
表
し
、漢
字
と
の
配
分
も
素
晴
ら
し
い
。

永
島
華
久
　
行
の
揺
れ
が
欲
し
い
が
墨
色
も
美
し
く
優
し
い
作
。

小
林
緑
荳
　
巧
み
な
筆
使
い
に
よ
る
線
質
の
変
化
は
素
晴
ら
し
い
。

池
田
春
水
　
素
朴
な
味
わ
い
が
あ
る
が
墨
量
の
変
化
を
望
む
。

冬
廣
紫
貴
　
淡
々
と
書
か
れ
、
小
粒
の
字
形
な
が
ら
味
わ
い
深
い
作
。

前
田
啓
齋
　
骨
格
の
鋭
い
線
、
終
句
の
軽
妙
さ
は
実
力
有
り
。

石
田
陽
光
　
二
行
の
余
白
の
取
り
方
、
揺
れ
、
申
し
分
な
し
。

西
嶋
青
暎
　
最
終
句
踊
り
字
の
処
理
が
上
手
。

山
崎
晴
美
　
二
行
目
の
渇
筆
部
分
の
墨
色
も
美
し
く
、「
し
」
の
使
い
方
良
。


